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ＪＩＣＡ北 海 道 セ ン タ ー(帯 広 )に 研 修 員 が 戻 つ て き ま し た ！

JICA北 海道 センター(帯 広 )は ､道 東 地 域と世 界を繋ぐ国際 協力 のゲンバとして､寒 冷 地 の農 畜産業 、自然環 境保 全などの

知 識や技術を学ぶ ｢JICA研 修 員 ｣の 受け入 れを行っています。

昨年は､10月 より3年 振りに来日での研 修を再開しており､様 々な 国 から来た研 修員の笑顔を見ることができました。

皆様も JICA北 海道 センター(帯 広 )へ 研 修員に会いにお越しください ④
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来 日 研 修

『地 域 住 民 の 参 加 に よ る 持 続 的 な 森 林 管 理 』

来 日 再 開 第 一 号 の 本 コ ース で

は ､帯 広 市 内 は も ちろ ん 足 寄

町 ､本 別 町 ､池 田 町 等 に も 足

を 運 び ､より良い 森 林 保 全と活

用 につ い て 学 び 合 い ました。

来 日し た研 修 員 達 は ｢エ ネ ル ギ

ーの 地 産 地 消 を自 治 体 と連 携

し て 考 え て み たい ｣等 ､自 分 た

ち の 国 で の 取 り 組 み ア イデ ィ

ア を 持 ち 帰 ってい きまし た。

ウガ ンダ で は ､長 年 家 畜 の 感 染 症 が 大 きな 問 題 に なって い るた め .

JICAの 来 日研 修 を通して 家 畜 の感 染 症 の 研 究 や ､効 果 的 な研 究 手 法

につい て学 んでいます。

づ 主 な研 修 場 所 :帯 広 畜 産 大 学

01.帯 広 の 第 一 印 象 は ?

かなり 寒い け れど ､穏 や かな 場 所 。

驚くほど 人 が 親 切 だと感じました。

02.JICAで の 研 修 は い か が で す か ?

こ のプ ロ グ ラ ム で は ､人 獣 共 通 感 染 症 や

寄 生 虫 の 分 野 で 有 望 な 研 究 者 に 知 識 と JＩＣＡ北 海 道 セ ン タ ー(帯 広 )は ､世 界 の 民

族 衣 装 や ＳＤＧＳを 紹 介 す る ｢お び るっく｣､研

修 員 と 出 会 えるレ スト ラ ン ｢お び くっく ｣､世 界

の 楽 し い 書 籍 や 絵 本 に 出 会 え る 図 書 資 料

室 ｢お び ぶ っく｣に リニ ュ ーア ル し て い ま す 。

地 域 の 方 々や 学 校 で の 交 流 会 も 再 開 !初

め て 触 れ る 各 国 の 文 化 に 笑 顔 あ ふ れ る 時 間

とな りまし た 。

2023年 も 様 々な 交 流 を 予 定 し て い ま す の

で ､ご 関 心 が ありまし たら JICAま で お 問 い 合

わ せ くだ さい 。

実 践 的 な ス キ ル を 与 えるよ うに 設 計 さ れ て おり ､研 究 に 関 する 様 々な 能 力

を 高 め ることが で きまし た 。また ､帯 広 の 冬 や 日 本 文 化 体 験 も 楽 しい で す 。

03.研 修 で 特 に 印 象 的 な こ と は ?

現 在 私 は ､帯 広 畜 産 大 学 の 教 授 の 下 で 様 々な 交 流 やトレ ーニ ン グを 行 っ て

い ま す 。先生 方 はい つ も 親 切 に 指 導 してくださり ､相 談 にも 乗 っ てくれます 。

ま た ､研 究 を ス ム ーズ に 進 め る た め の 設 備 が 整 っ て い ることも 印 象 的 な こ

との 一 つ で す 。

04.今 後 の 展 望 は ?

私 が 勤 務 する マ ケ レレ 大 学 で ､こ の 研 修 で 得 た 実 践 的 な 研 究 手 法 を 学 生

た ち に 伝 え て い き たい で す 。そし て ､将 来 の 研 究 に 向 け て ､こ れ からも 畜 大

の 先 生 方 と 繋 がっ てい きたい で す 。 亠-
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